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北　星　論　集（経） 　第 58 巻　第２号（通巻第 75 号）
棟　びっくりして過呼吸気味になりましたァ。このままお陀仏するかと思いましたよ。ふ～。こ
の世の中に年金収入が1000万円以上もある人間がいるのですか？
先　は～，その点ですか。いるようです。
棟　その人間たちはまっとうな仕事をしてきたのですか？
先　さあ，どうでしょうか。きっとちゃんと仕事をして，年金を納めてきたのだと思いますが。
棟　あっしら庶民には信じられませんよ。あ～ァ。
先　ですねェ。でも，棟梁，いるんでしょうねェ，そんな金持ちも。
棟　欲深く，たくさん貯め込んでも，あの世へは持っていけないのに～。後に遺しても，ロクな
ことにならない。未
み
来
らい
永
えい
劫
ごう
，生きられませんよ。どだい，そんなに金が必要ですかねェ？　老
後の生活に。
先　そうですねェ。要
い
らないでしょうねェ。
棟　生きているうちに身内以外の誰かのために使ったり，寄付をしてあげればいいだろうに。自
分だけじゃ使いきれないでしョ。使えば少しは景気も良くなるだろうに～。はッ。
先　死ぬ前の社会貢献ですね。
棟　ああ～ァ，最後に疲れちゃいましたァ。いいように噺は落ち着きましたァ。新聞って読めば
ためになることばかりですねェ。腹
はら
立
だ
たしくなる記事もあるようですが……。
先　ですけど頑張って，読みましょう。それを知ることも大事ですから。
棟　はい～。先生，色々と教えてもらって，ありがとうございました。この噺のように，これか
らはあっしも新聞をしっかり読みますよォ。へッへッへッ。
先（笑）そりゃ良かったァ。いい契機（景気）になりましたね。
注
注１。これ以降，掲載する図表については新聞からの転載であり，その解説記事とともに一部を
修正して使用している。
付記
　脱稿後の新聞報道によると（『朝日新聞』2018年７月５日・７日・10日），2017年度の政府税収は「基
幹３税」でみると，すべて前年度を上回った。消費税収17.5兆円（1.7％増），所得税収18.9兆円（7.2％
増），法人税収12.0兆円（16.1％増）。一般会計の税収は総額58兆7875億円で過去３番目の高い水
準であった。地方税収も過去最高で40兆9087億円になる見通しである。全体の約３割を占める個
人住民税が景気の回復にともなう給与所得や株式の配当金の増加で前年度よりも3431億円増の12
兆8179億円，固定資産税も1357億円増えて，８兆9066億円となった。
　2018年５月現在，労働者１人当たりの平均現金給与総額（パートを含む）は27万5443円（名
目賃金）で前年同月比2.1％増となっている。内訳は，「特別に支払われた給与（ボーナスなど）」
が14.6％増え，１万1950円，「きまって支給する給与（基本給など）」は1.5％増え，26万1307円で
あり，前年同月よりも実質で3.9％減っている。2018年９月29日の新聞報道によれば，会社員やパー
ト従業員らが2017年に得た平均給与は432万２千円で，リーマン・ショックの前年（07年）の水
準（437万２千円）に達した。このうち，正規雇用者（役員等を除く）の平均給与は493万７千円
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（前年比６万８千円増）となっている。
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